
令和3年9月7日

１市内の感染者を減らす施策（人流を減らす施策）

②市内店舗に営業縮小の協力を求める。 市民部 〇 営業補償の財源、協力店舗の履行状況確認に課題あり。
④市内にある飲食店・小売店等の宅配一覧を作成し、全戸配布する。 市民部 〇 実施済
⑥買物代行 福祉保健部 ◎ 現在実施に向けて準備中。１０月初旬までに実施可能。
⑦市内スーパーが移動販売車やネットスーパーの拡充が図れるような支
援事業を実施する。

市民部 〇 東京都において実施済

⑨路上公共の場での飲酒禁止

都市整備部 〇

新型インフルエンザ等対策特別措置法第24条第9項の規定
により市は要請できないが、東京都への要請は可能であ
り、要請をしている。また、啓発ポスター掲示等の東京
都への協力は可能。

①市役所の出勤職員削減（市内最大の事務所）＝テレワーク、時差出勤
総務部 ◎

新型コロナ感染拡大防止の観点等から、時差出勤を導入
しており、また、テレワークも試行実施している。

⑤在宅を促すために一般市民に対しても図書館の図書の宅配サービスを
拡充 生涯学習部 〇

一日あたり２７０件以上の宅配に応じられる宅配体制等
を含む運用手法の検討が必要。それに伴う場所の確保や
予算措置が整えば実施可能

⑦通勤手段の緩和（自転車、自動車、バイクなど）
総務部・
学校教育部

〇
新型コロナ感染拡大防止の観点から、通勤手段につい
て、可能な範囲で、徒歩や自転車での通勤への切り替え
を推奨している。（総務部・学校教育部）

①市内事業所のテレワーク環境整備補助金（小金井に来る人を減らす）

各部 〇

東京都において実施済。財源の確保及び市内事業所に環
境整備の要望がどれくらいあるのかの調査が必要。（市
民部）

②市内の企業がテレワークを実施（市内に人を来させない状況を作って
いる）する場合に補助金を交付する。

市民部 〇
東京都において実施済。財源の確保及び市内事業所に環
境整備の要望がどれくらいあるのかの調査が必要。

④市内企業のリモートワーク体制確立のための補助金
市民部 〇

東京都において実施済。財源の確保及び市内事業所に環
境整備の要望がどれくらいあるのかの調査が必要。

⑤訪問診療や往診等の拡充のための補助事業を実施する。 福祉保健部 ◎ 小金井市医師会の意向も確認した上で検討する。

補助
（物含む）

経済

新型コロナウイルス感染症防止施策の検証について

実施状況

職員対応

実施状況 済：実施済み　◎：実施・充実 〇：実施に向け検討
    △：課題はあるが実施に向け検討   □：今後の課題　◇：企業協賛・民間レベルで検討

検討結果具体的施策 対応部



①業者等による市役所への来庁について、極力控えてもらうよう案内
（昼休みの業者のチラシ配布や、不急の営業など）

各部 〇

特に不急の業務はない。各会派へのチラシ等の配布も件
数は少ない。（議会事務局）
事前のアポイントがなく来庁されるケースが多いが、
ホームページ等で案内することは可能（子ども家庭部）
電話で営業があった場合は、来庁を断り、契約書類の受
渡等については郵送での依頼をする。委託契約業者等に
極力電話やメールでやりとりを行うように周知する。
（総務部）
来庁の際に案内は可能。説明の接触時間短縮のため窓口
で業者に示す貼紙を全庁で行う（監査委員事務局）
社名のわかっている会社（常連の保険会社など）につい
ては、個別に対応して周知する。不急の営業について
は、市ＨＰなどで案内する。アポイントの問い合わせが
あれば不急の営業は断っている。改めて執務室への立ち
入りは断っている。実施においては、各部対応ではなく
管理部門で市の方針として広報・周知すべきである。
（市民部）
各課毎に判断は異なるが実施可能。（区画整理課は不
可。道路管理課は郵送や電話により対応中。都市計画課
は地権者対応については不可。他課は可能。）（都市整
備部）
実施可能と考えるが、各部（課）で対応するよりも全庁
的な対応が望ましいと考える。なお、図書館では、来館
者に向けて館内利用について掲示済み（生涯学習部）
来庁が元々限定的であるため、特定出入り事業者への依⑤現在行われている市ホームページ、市公式ツイッターさらにJ：COMな

どメディアを活用しての周知について、さらに回数を増やす。

企画財政部 ◎

市ホームページでは外出自粛等についてブランディング
エリアに常に掲載している。J:COMにおいてもテロップで
防災無線と同内容の文言を毎日流してもらっている。ツ
イッターについては、市公式アカウントで毎日各課アカ
ウントによるツイートをリツイートしているので、担当
課がツイートすればリツイートしている。人流抑制とい
う点についてのみであれば、市公式アカウントで一度固
定ツイートすることも可能。

⑥防災無線での周知回数をもう少し増やす。

総務部 〇

回数を増やすことは可能であるるが、現在の回数でも市
民からの苦情もあり、また流す時間帯も考慮する必要が
あることから、回数増による効果も含め慎重な対応が必
要。

⑦アプリ、SNS、ポスター等々、あらゆる媒体を使って、感染防止対策を
今一度露出させる。

福祉保健部 ◎ 広報秘書課とも連携・検討しながら実施を進める。

⑧ＨＰでの動画公開（市内ゆかりの人など）

企画財政部 〇

医師会・薬剤師会と合同で動画は作成している。
上記動画と同形式で市内ゆかりの人での作成もできるか
もしれないが、別項目のCMでの使用も視野にいれれば、
事業者に依頼し、CMにも流用できるようにしたほうが良
い。
また、市観光大使にはメディア露出が高い人はいないた
め、肩書として医者と観光大使では、明らかに観光大使
のほうが有効ということでなければ、費用対効果も含
め、新しく作成することは更なる検討が必要

③学校のオンライン授業化（市内での人流抑制）
学校教育部 〇

学級閉鎖等での部分的対応は可能。市内一斉実施は、児
童・生徒の心身への影響等からも慎重な判断が必要。

広報

在宅（オンラ
イン含む）



⑤オンライン手続きを導入する。

企画財政部・
各部

〇

行政手続のオンライン化に取り組むに当たっては、既存
の行政手続を前提とするのではなく、業務内容や業務プ
ロセス等を抜本的に見直し、再構築するいわゆるBPRの取
組みとあわせて行うことが重要である。このため、国の
法令等に基づくもののみならず、自治体が独自に実施す
る手続も含めて、書面規制・押印・対面規制の見直しに
取り組むほか、「申請自体を不要とすることはできない
か」という観点も含めて検討することが必要だが、庁内
において具体の進捗は確認できない。また、デジタルガ
バメント実行計画において定められている「地方公共団
体が優先的にオンライン化を推進すべき手続き」３１手
続の令和４年度末稼働については、接続部分に係る準備
手配を進めてはいるが対象手続の事業主管課における準
備状況は不明である。(企画財政部)
市としてオンライン手続きの手法が確立されれば、今後
検討可能（議会事務局）
図書館では、ＷＥＢ利用のパスワードをオンラインで発
行可、公民館では、施設予約システムは導入済み（生涯
学習部）
各課毎に判断は異なるが実施可能。（区画整理課は申請
内容を確認する必要があるため不可。道路管理課は郵送
や電話により対応中。他課は押印、人員、システム等の
環境が整えば可能）
導入に向け検討開始は可能。（選管事務局）
現場対応を除く一部事務については対応可能（環境部）

⑥窓口相談のオンライン化を導入する。（先行事例：滋賀県大津市） 各部 〇

市としてオンライン手続きの手法が確立されれば、今後
検討可能。（議会事務局）
オンラインの環境整備が整えば実施可能（子ども家庭
部）
強力なＷｉ－Ｆｉの設置（途中で接続が切れない）など
ネットワークシステムの強化や各課への複数のタブレッ
ト端末の配置が必要。一方、納税課の納税相談について
は電話で実施しておりオンライン化の必要性はない。対
面での応対が不要な事業については、既に電話や郵送で
対応している。各部対応で実現できる施策なのかどうか
も含め、先行事例を調査してみないと判断できない部分
もある（市民部）
図書館では、既実施として、調べ物相談をメールで受付
可（生涯学習部）
窓口相談のオンライン化は対応可能。ただし、投票を促
す立場にあるため、極度の人流抑制を促すことは難し
い。（選管事務局）
各課毎に判断は異なるが実施可能。（区画整理課は申請
内容を確認する必要があるため不可。道路管理課は郵送
や電話により対応中。他課はシステム等の環境が整えば
可能）（都市整備部）
相談可能項目の精査が必要であるが、環境が整えば可能

⑦市が民間企業の模範となるようテレワーク、在宅勤務の拡大と徹底を
図る。

総務部・
学校教育部

〇

新型コロナ感染拡大防止の観点等から、テレワークを試
行実施している。（総務部）
感染拡大防止の観点からテレワークを試行実施してい
る。（学校教育部）

⑨市の集会施設等にテレワーク個室ブースを設置 市民部 〇 Ｗｉ－Ｆｉの設置や施設の改修等、課題は大きい。

在宅（オンラ
イン含む）



２　市民にワクチン接種を促す施策

②ワクチン接種について、市のHPには「２回目の接種は３週間後の同時
刻。日時の変更はできません。」とある。特に危機感が薄い１０代は、
ワクチン接種より文化祭や定期テスト、部活を優先しがちであり、３週
間後に必ず同時刻に接種できる確信がないため、ハードルが上がってし
まう。せめて「２回目の接種は３週間後になります。」と掲載し、２回
目接種日は３週間後の数日遅れまでは許容の範囲とし、時間も同時刻と
せず、空いている時間を選べるようにした上で、１回目の時に予約をし
てもらうと、少しハードルが下がる。ワクチン接種のための遅刻・早退
は認められていると思うが、（遅刻・早退が認められている事）学校か
ら積極的に周知してもらう必要があると思う。

福祉保健部 〇
２回目予約について、現在行っている時間指定制から当
初行っていた時間選択制に小金井　宮地楽器ホールでの
接種から変更する方向で検討中。

③ワクチンの有効性等をPRした市報記事の掲載 企画財政部・
福祉保健部

◎
8月1日号に掲載済みではあるが、再度掲載となれば紙面
の調整を行う（企画財政部）

④ワクチン接種による誤った情報を払拭する情報の発信
福祉保健部 ◎

こびナビ冊子の配布、医師会メッセージの市ホームペー
ジへの掲載を行ってきた。さらに、今後の情報発信にお
いて、接種に関する正しい情報を伝える。

⑪現在行われている市ホームページ、市公式ツイッターさらにJ：COMな
どメディアを活用しての周知について、さらに回数を増やす。

企画財政部 ◎

市ホームページでは外出自粛等についてブランディング
エリアに常に掲載している。J:COMにおいてもテロップで
防災無線と同内容の文言を毎日流してもらっている。ツ
イッターについては、市公式アカウントで毎日各課アカ
ウントによるツイートをリツイートしているので、担当
課がツイートすればリツイートする。人流抑制という点
についてのみであれば、市公式アカウントで一度固定ツ
イートするのは可能。（企画財政部・福祉保健部）

⑫市報に特集ページを組んで、ワクチン接種による効果や世間に出回っ
ている後遺症などのデマを正す記事を掲載し、正しい知識を広める。 企画財政部・

福祉保健部
◎

8月1日号に厚生労働省サイトを参考にQA掲載済み。時期
をみて再度行うのであれば、担当課と調整し、表現に注
意をしつつ、こびナビから抜粋したものを掲載すること
は可能（企画財政部）

⑲大規模接種会場のキャンセル情報を駅前でアナウンスする。
福祉保健部 〇

予約状況に応じて行っている保健センターでの予約なし
接種を小金井　宮地楽器ホールでも継続するとともに、
ツイッターでの発信を行う。

⑳ワクチンの成分や効果、接種有無それぞれのメリットデメリットの分
かりやすい周知 福祉保健部 ◎

こびナビ冊子の配布、医師会メッセージの市ホームペー
ジへの掲載を行ってきた。さらに、今後の情報発信にお
いて、接種に関する正しい情報を伝える。

㉒誤った情報で混乱し、接種しないという方に対してのアプローチとし
て、周知方法を工夫する。 福祉保健部 ◎ 勧奨通知の発送を予定している。

㉓正しい知識のメッセージ動画をSNSで発信する。（出演者は、FC東
京、小金井市ゆかりの有名人、オリンピアン等）

企画財政部・
生涯学習部

〇

医師会・薬剤師会と合同で動画は作成している。
上記動画と同形式で市内ゆかりの人での作成もできるか
もしれないが、別項目のCMでの使用も視野にいれれば、
事業者に依頼し、CMにも流用できるようにしたほうが良
い。
ただし、ワクチン接種については様々な意見があるた
め、出演していただいた方は誹謗中傷を受けたりするこ
とのないよう配慮は十分行う必要がある。（企画財政
部）

㉔J-comのCMで啓発する。

企画財政部・
福祉保健部

〇

医師会・薬剤師会と合同で動画は作成している。
上記動画と同形式で市内ゆかりの人での作成もできるか
もしれないが、別項目のCMでの使用も視野にいれれば、
事業者に依頼し、CMにも流用できるようにしたほうが良
い。
ただし、ワクチン接種については様々な意見があるた
め、出演していただいた方は誹謗中傷を受けたりするこ

㉖特に接種が必要とされている２０代・３０代の市民への周知・啓蒙と
して、同年代でワクチン接種済の市職員・本市にゆかりのある有名人等
でユーチューブ番組を作成（もちろん市の管理・責任のもと）し、その
中でワクチン接種の動機・接種後の副反応・その後の健康状態等を率直
に話してもらいつつ、同世代の目線による等身大のメッセージを伝え、
接種を促す。

企画財政部・
福祉保健部・
生涯学習部

〇

医師会・薬剤師会と合同で動画は作成している。
上記動画と同形式で市内ゆかりの人での作成もできるか
もしれないが、別項目のCMでの使用も視野にいれれば、
事業者に依頼し、CMにも流用できるようにしたほうが良
い。
また、市観光大使にはメディア露出が高い人はいないた
め、肩書として医者と観光大使で明らかに観光大使のほ
うが有効というわけでなければ、新たに作ることは検討
が必要（企画財政部）
相手側の同意並びに試合や練習の日程など諸条件が必要

㉚市のＨＰや郵便物は見ない方が多いので、案内は駅頭や街中、コンビ
ニ等にチラシで配布、大型商業施設の出入り口に看板を立ててアピール
する。

福祉保健部 ◎
駅前で横断幕による小金井　宮地楽器ホールでの接種周
知を図る予定。

㉜未接種者に案内を出す。ただし強制ではない旨は必ず記載する。例え
ば「接種したいと思っているのに予約可能なことを知らないあなたへ」
など。

福祉保健部 ◎ 勧奨通知の中で、情報を取捨選択する中で検討する。

③予約なしでワクチン接種が可能となる環境づくり 福祉保健部 ◎
予約状況に応じて行っている保健センターでの予約なし
接種を小金井　宮地楽器ホールでも継続するとともに、
ツイッターでの発信を行う。

⑦予約不要で接種ができるようにする。 福祉保健部 〇
予約状況に応じて行っている保健センターでの予約なし
接種を小金井　宮地楽器ホールでも継続するとともに、
ツイッターでの発信を行う。

対応部 実施状況

ワクチン接
種の拡充

検討結果

実施状況 済：実施済み　◎：実施・充実 〇：実施に向け検討
    △：課題はあるが実施に向け検討   □：今後の課題　◇：企業協賛・民間レベルで検討

具体的施策

労働条件の
緩和（通学
を含む）

広報
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抗体カクテル療法を実施する病院等の医療施設等の開設に関する緊急要望 

 

 

 現下、都のみならず、首都圏全体でデルタ株による新型コロナウイルスの感染拡大に

伴い、新規陽性者が激増するなど医療提供体制のひっ迫が深刻な状況となっております。 

 本市としましても、これまで市医師会、薬剤師会、訪問看護連絡会をはじめとする、

多くの関係者の強力なご支援をいただきながら、市民へのワクチン接種を進めるととも

に、市内各医療機関では、現在、急増する発熱患者の診察に全力であたるなど、市を挙

げて感染拡大の防止に努めてまいりました。 

 しかしながら、都内における感染拡大は続き、重症化する危険を抱えながら自宅での

療養を余儀なくされる都民、市民が増加するなど、危機的な状況となっております。 

 本市及び本市医師会としましては、この局面を打開するために、引き続き全力でワク

チン接種を進めるとともに、医療提供体制の確保に努めておりますが、今後、自宅療養

者の医療的支援を更に充実させていく必要があります。 

 このため、速やかに抗体カクテル療法を実施し、一刻も早い重症化防止を図るととも

に、病床のひっ迫を軽減するために、都が設置している軽症者宿泊療養ホテル等を活用

し、有効性の高い抗体カクテル療法を実施することなど下記事項について、強く要望い

たします。 

 

記 

 

１ 宿泊療養施設を増設し、施設内で抗体カクテル療法を行う、もしくは行うことがで

きる施設を併設すること 

 

２ 抗体カクテル療法を行うことができる医療機関の増設と同機関への支援体制を構

築すること 



令和３年８月３１日  

市議会議員各位 

 

 

小金井市内介護事業所における新型コロナウイルス感染について 

 

 

 

 

 

記 

 

１ これまでの経過について 

８月２９日（日曜） 利用者１名発熱 

  ８月３１日（火曜） 同利用者についてＰＣＲ検査を実施した結果、陽性判明 

 

２ 今後の対応等について 

⑴ 保健所の指導に従って対応を行いましたが、濃厚接触者はいなかったため、感染防止

対策を行いながらサービス提供を継続する旨の報告がありました。 

⑵ 当該事業所と調整のうえ、市ホームページにおいて公表を行う予定です。 

⑶ 今後も事業所と連携のうえ、感染拡大防止を図ってまいります。 

 

３ 人権尊重・個人情報保護について 

  介護事業所職員、ご利用者、ご家族等の人権尊重・個人情報保護に特段のご理解とご配

慮をお願いします。 

 

 

令和３年８月３１日（火）、小金井市内介護事業所（訪問介護 みずたま介護ステー

ション小金井 所在地：小金井市本町５－７－２５ ＳＯＲＡＩＲＯ１０２）におい

て、ＰＣＲ検査陽性者が発生したことが判明しました。 

詳細については下記のとおりです。 

問合せ先 小金井市福祉保健部 

介護福祉課 介護保険係 

     ０４２－３８７－９８２２ 



令和３年９月３日  

市議会議員各位 

 

 

小金井市内介護事業所における新型コロナウイルス感染について 

 

 

 

 

 

記 

 

１ 事業所名等（サービス種別） 

  特別養護老人ホームつきみの園（介護老人福祉施設） 

所在地：小金井市中町２－１５－２５ 

 

２ 経過 

  ８月２９日（日） 職員１名の最終出勤日 

  ９月 １日（水） 同職員について抗原検査を実施した結果、陽性判明 

 

３ 今後の対応等について 

⑴ 保健所の指導に従って対応を行いましたが、濃厚接触者はいなかったため、感染防止

対策を行いながらサービス提供を継続する旨の報告がありました。 

⑵ 当該事業所と調整のうえ、市ホームページにおいて公表を行う予定です。 

⑶ 今後も事業所と連携のうえ、感染拡大防止を図ってまいります。 

 

４ 人権尊重・個人情報保護について 

  介護事業所職員、ご利用者、ご家族等の人権尊重・個人情報保護に特段のご理解とご配

慮をお願いします。 

 

 

令和３年９月１日（水）、小金井市内介護事業所において、抗原検査陽性者が発生し

たことが判明しました。詳細については下記のとおりです。 

問合せ先 小金井市福祉保健部 

介護福祉課 介護保険係 

     ０４２－３８７－９８２２ 



 



初秋の候、東京都三宅島三宅村長 櫻田 昭正 様におかれましては、

御清祥のことと、お慶び申し上げます。 

 

このたびは、貴重なファイザー社製新型コロナウイルスワクチンを厳重な

温度管理の下、空路調布飛行場までお届けいただき、感謝に堪えません。 

 

貴村職員の手から確かに本市職員に受け渡され、今月のワクチン接種

で有効に活用させていただきます。 

 

昨年来のコロナ禍で、貴村と本市の交流について、互いに訪問しての交

流が難しい状況が続いています。 

 

このたびの本市への御支援は、より絆が強まる新たな交流の 1 ページとして、

しっかりと胸に刻ませていただきます。 

 

貴村におかれましては、今月で 2 回目の接種が完了すると聞いております。

本市では、10月末での 2回目接種完了を目指して、小金井市医師会等

の関係機関の皆様と強固に連携しながら取り組んでいるところであります。 

 

以前のように三宅島を訪れることができる日を心待ちにし、新型コロナウイ

ルス感染症の収束を目指して、本市の責務を果たしてまいりたいと存じます。 

 

天候不順の日も多いようでございますので、お身体にはくれぐれも気をつけ

てお過ごしいただきたいと存じます。最後になりますが、本市からの感謝の意

を関係者の皆様にも、お伝えいただければ幸甚です。 

 

令和 3年 9月 1日 

 

東京都三宅島三宅村長 櫻 田 昭 正  様 

 

小金井市長 西岡 真一郎 


